
 

［成果情報名］インペラ式籾すり機を利用したイネソフトグレインサイレージ用籾の加工法 

［要約］ 米の調製作業で用いる籾すり機を利用することで、イネソフトグレインサイレージ

用籾の破砕・籾殻剥離粒割合が向上し、良好な発酵品質が得られる。 
［キーワード］ イネソフトグレインサイレージ、加工、籾すり機 

［担当］福島農総セ・企画経営部・経営・農作業科・畜産研究所  
［代表連絡先］電話 024-958-1700 
［区分］東北農業・基盤技術（作業技術） 

［分類］技術・参考 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

コンバイン収穫後の水稲籾をサイレージ化するイネソフトグレインサイレージ（以下、

イネ SGS）は、消化性を高めるため、籾を破砕するなどの加工作業が必要とされている。

ここでは、米の調製作業で使用されている籾すり機を利用した加工方法を検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．表１に示したインペラ式籾すり機での加工作業は、籾水分の高い黄熟期の籾でも円滑

に行うことができる。この時の破砕・籾殻剥離粒割合及び時間当たり処理量は、従来の

ガーデンシュレッダ処理に比べ、いずれも高い（表２）。  
 
２．籾すり機で加工した籾を調製し、99 日間貯蔵したイネ SGS の発酵品質は、pH、V スコ

アともに、ガーデンシュレッダ処理と同様に良質である。  
 
３．人工消化法による乾物消化率は、籾すり機利用で 40%以上と高く、無処理に比べ、消

化性の向上を図ることができる(表２）。また、飼料米破砕機と比較しても同等の消化

性を有したイネ SGS を作成することができる。 

 

４．既にインペラ式籾すり機を利用している耕種農家であれば、籾加工用機械分の購

入費用が不要となる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．破砕や籾殻剥離を高めるため、脱ぷ用変速レバー位置を、インペラ回転数が最大とな

るように調整する。 

 
２．処理量を高めるには、籾の水分、破砕程度を考慮しながら、供給口の開度を調整する。 
 
３．イネ SGS の発酵品質は、加工処理後の籾に糖蜜と乳酸菌「畜草１号」を混合し、これ

をパウチ法にて密封保存したサイレージの分析結果である。 

 

４．籾水分の高い籾を調製するため、コンバイン収穫した籾は速やかにサイレージ化を行

う。 



 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 籾すり機のインペラ部（左）と作業後の籾の性状 (右 ) 

（福島県） 
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表１ 籾すり機の諸元 
 

型式 MR4α 
 

インペラ直径(mm) 400 

全長(mm) 1,658 
 

インペラ幅(mm) 100 

全幅(mm) 1,090 
 インペラ回転数(rpm) 

1,399～

1,632 全高(mm) 1,865 
 

機体質量(kg) 350 
 

ライニング長(mm) 1,495 

所要動力(kW) 2.79 
 

ライニング幅(mm) 125 

表２ 籾加工用機械の作業性能とイネＳＧＳの性状 
 

 

加工用機械の種類  
インペラ式

籾すり機 

ガーデン 

シュレッダﾞ 1) 
無処理 

飼料米 

破砕機 2) 

籾水分(%w.b.) 34.1 - 34.1 34.1 

破砕・籾殻剥離粒割合３）(%) 80.6 65～72 4.9 90.5 

うち破砕(%)  6.2 - 2.3 63.9 

うち籾殻剥離(%) 74.4 - 2.6 26.6 

処理量(Mg/h) 1.34 0.79 - (2.0) 

ｐH 3.9 4.0 4.0 3.8 

V スコア４）(点)  96.2 100 99.4 100 

乾物消化率(%) 45.4 － 11.1 42.5 

1)矢内 ,2005,イネソフトグレインサイレージの収穫調製技術、福島県畜産試験場研究報

告第 13 号 

2)飼料米破砕装置 DHC-2000（処理量はカタログ値） 

3)破砕粒は玄米が損傷している籾、籾殻剥離粒は玄米が露出している籾とした 

4)V スコア：酢酸等含量､全窒素に対する揮発性塩基態窒素の割合を基に発酵品質を

点数化した値 

＊加工作業には、自脱型コンバインにて収穫した、黄熟期の稲「ふくひびき」を使用した 


